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資料１－１



１ 国民生活基礎調査の概要

保健、医療、福祉、年金、所得等国民生活の基礎的事項を調査し、厚生労働省の所掌事務に関する政策の企画及
び立案に必要な基礎資料を得るとともに、同省が所管する各種調査の報告者を抽出するための母集団情報を整備
３年ごとに大規模調査（直近は令和４年）を、その中間年には簡易調査を実施しており、令和７年は大規模調査を
実施予定
世帯票及び所得票については、毎年実施。健康票、介護票及び貯蓄票は大規模調査年のみ実施

調査の目的

調査の概要

１

調査票 報告者数（注１） 調査方法 調査時期 調査事項
世帯票 大：約27.7万世帯（約66.1万人）

簡：約5.5万世帯（約13.2万人）
調査員調査（保健所経由）
オンライン調査（e-survey）
郵送調査（注２）

６月上旬～７月中旬 世帯及び世帯員に関
する基本的事項

健康票 大：約27.7万世帯（約66.1万人） 世帯員の健康状態等

介護票 大：約6千人
（介護保険法に基づく要介護及び要支援者）

世帯員のうち要介護
者の状態等

所得票 大：約5万世帯（約12万人）
簡：約1.3万世帯（約3万人）

調査員調査（福祉事務所経由）
オンライン調査（e-survey）
郵送調査（注２）

７月中旬～８月中旬 世帯員の所得状況等

貯蓄票 大：約5万世帯（約12万人） 世帯の貯蓄状況等

（注１）上表において、「大」は大規模調査を、「簡」は簡易調査を示す。
（注２）調査員が訪問しても一度も面接できない世帯のみ郵送提出を認める



２ 調査結果の利活用状況

○ 健康増進・疾病対策関連
健康日本21（第三次）の目標値の設定・評価

○ 年金保険制度関連、介護保険制度関連
・ 社会保障審議会年金部会資料
・ 社会保障審議会介護保険部会資料 等

行政施策上の利用

○ 厚生労働省が所管する一般統計調査の調査地区フレームとして利用
・ 国民健康･栄養調査
・ 社会保障･人口問題基本調査（国立社会保障･人口問題研究所） 等

他の統計調査への利用

２

○ 国連統計委員会への情報提供
○ ＯＥＣＤへの情報提供 等

国際機関へのデータ提供



３ 主な変更事項（１）

３

変更前

変更後

（変更例：世帯票）

【変更の背景】
実査終了後に行った地方公共団体との意見交換や、提出された調査票の記載状況から、記入漏れや記
入誤りを減らすよう改善点等を検討

【変更内容】
① 法令の改正に伴う注記の修正
（例）健康票における介護保険施設の例示について、令和６年３月末に経過措置期間を終了した「介護療養型医療

施設」を削除 等
② 報告者に対し、より分かりやすくするため、調査票のレイアウトや例示などの修正（以下の変更例を参照）

調査票の設問の記載ぶりの変更等



削除予定の表（健康票・第132表） 残す予定の結果表（健康票・第141表）

３ 主な変更事項（２）

【変更の背景】
本調査は調査票が５種類あり、大規模調査の場合、結果表の総計が約700と非常に多いことを踏まえ、統
計の利用者が目的の結果表を容易に見つけられるよう、利用者の利便性の向上を図るため、結果表全体にわ
たり変更の要否を確認した。
【変更内容】
・ e-Statに掲載中の結果表の名称に統一するための修正、重複している結果表の削除（以下の参考例を参照）
・ これまで二次利用により対応（特別集計）していた貧困率について、SDGグローバル指標であることを踏
まえ、集計事項に位置づけ 等

集計事項の再整理

重複

（変更例）

４



現在は、20歳以上を対象にしている「健診等（注）の受診状況」について、未成年（特に18歳及び
19歳）を対象に含めるか否かを、他の統計での把握状況等も踏まえて整理すること。
（注）健康診断、健康診査及び人間ドックの総称

課題② 健康票における未成年の健診等の受診状況の把握について

４ 前回答申における今後の課題（令和３年７月30日答申）

令和４年からの試行的導入を経て、令和５年調査から全国導入したオンライン調査について、地域
別・世帯属性別の分析を行うなどにより、オンライン導入に伴う結果への影響を分析し、導入効果の
検証を行うこと。
令和３年調査において行った郵送回収の要件緩和（調査員が３回訪問しても面接できない場合、
郵送による提出を求める。）の効果検証を行い、令和５年調査に向けて、郵送回収の要件を再検
討するとしていたことについて、その取組に係る効果・影響について検証すること。
コールセンターの設置等各種取組に係る効果・影響について検証すること。

課題③ 回収率向上に向けた取組の効果検証等

５

課題① 健康票の質問８の有用性の分析、本調査の類似項目との関係の明確化（次ページ参照）

令和４年調査から新設された健康票の質問８（注）について、その有用性を分析するとともに、本調査
における類似項目との間における把握範囲の重なりや相違について整理すること。

（注） 障害者統計の充実を図る観点から、国連統計委員会の要請に基づいて設立された「ワシントングループ」が開発した質問セットに準
拠して、「日常生活における機能制限」 について報告を求めるもの



質問8 　次の(ｱ)から(ｶ)の質問について、日常生活で苦労していることについて、

 　 　 ６つの項目それぞれのあてはまる番号１つに○をつけてください。

といった苦労はありますか。

通常の言語をつかってのコミュニケーション

（ た と え ば 、 人の 話を 理解 した り、 人に

眼 鏡 を 使 用 し ても 、見 えに くい とい った

補 聴 器 を 使 用 し て も 、 聴 き 取 り に く い

歩 い た り 階 段 を上 るの が難 しい とい った

思 い 出 し た り 集中 した りす るの が難 しい

身 体 を 洗 っ た り 衣 服 を 着 る よ う な

苦労はありますか。

3 4

(ｴ) 1 2 3
といった苦労はありますか。

(ｳ) 1

(ｲ) 1 2

(ｶ)

(ｵ)

(ｱ)

とても
苦労します

全く
出来ません

1 2

といった苦労はありますか。

といった苦労はありますか。

身 の 回 り の こ と を す る の が 難 し い

1 2 3 4

苦労はありますか。

1

苦労は
ありません

多少
苦労します

2 3 4

3 4

2 3 4

4

話 を 理 解 さ せ る こ と な ど ） が 難 し い

質問5 　あなたは現在、健康上の問題で日常生活に何か影響がありますか。

1 あ　る 2 な　い 質問6へ

補問5－1 　それはどのようなことに影響がありますか。あてはまるすべての番号に

　　 　　 ○をつけてください。

1 日常生活動作（起床、衣服着脱、食事、入浴など） 4 運動（スポーツを含む）

2 外出（時間や作業量などが制限される） 5 その他

3 仕事、家事、学業（時間や作業量などが制限される）

６

質問9 手助けや見守りの要否 手助けや見守りを

障害や身体機能の低下などで、手助けや見守りを

必要としていますか。
1 必要としている 裏面の質問10へ。

15歳未満の方は
質問終了です。

2 必要としていない

質問7 　あなたの現在の健康状態はいかがですか。あてはまる番号１つに○をつけて

　　 ください。

1 よい 2 まあよい 3 ふつう 4 あまりよくない 5 よくない

【世帯票質問９】

【健康票質問５】

【健康票質問７】

【健康票質問８】

（参考） 健康票質問８及びその類似項目（今回申請時）


